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路線バス運転士による酒気帯び運転の事案につきまして 
 
 

令和 7 年 2 月 12 日(水)、弊社が運行しております路線バスにおいて、塩田営業所所属の
運転士が乗務前のアルコール検査において酒気を検知したにもかかわらず、バスの運行を
行なった事案が発生致しました。本事案を受けまして、令和 8 年 1 月 14 日(火)、1 月 27
日(火)の 2 回、国土交通省関東運輸局千葉運輸支局による監査が実施され、輸送施設の停
止処分を受けることとなりました。 

弊社といたしましては、本事案を極めて重く受け止めており、また、監査における指摘
事項に基づきまして改善を実施してまいるところでございます。公共交通機関として安全
運行を担い人命最優先を行う立場でありながら、このような事案を発生させ、皆様にご不
安とご心配をおかけしました事に改めて深くお詫び申し上げます。  
  
・事案の概要  

令和７年２月 12 日(火)13：19 分ごろ、運転士が出勤した際にアルコール検査を行った
ところ 0.05mg/ℓ の酒気帯びを検知いたしました。弊社乗務管理システムでは、アルコー
ルを検知した場合は、出勤処理ができないものでしたが、この事実を運転士は点呼執行者
へ告げないまま車両点検などの出庫準備を行ないました。また、点呼執行において、執行
者は、本来であれば酒気帯びの有無について報告を求め、確認をしなければならないとこ
ろ、これを怠り運行を許可いたしました。 

運転士は酒気帯びの事実に気づきながら運行を行ない、22：54 分ごろ、塩田営業所へ帰
庫し点呼執行者への乗務後点呼を実施いたしました。乗務後点呼の際、乗務管理システム
にて出勤記録がない事に不審を感じた別の点呼執行者が、運転士に対し出勤記録がない事
について聞き取り及び出勤状況の確認を行ったところ本事案の発生及び内容を認めたもの
であります。 

なお、この事案に起因する事故、苦情、その他報告すべき事象は発生しておりません。  
 

弊社では、本事案の発生を受け、即時当事者への聞き取り調査を開始し、令和 7 年 2 月
13 日(水)千葉運輸支局へ速報し、2 月 14 日(木)に報告を行ないました。これにより、本事
案を端緒として令和 8 年 1 月 14 日(火)及び 1 月 27 日(火)に国土交通省関東運輸局千葉運
輸支局による監査が実施され、処分に至ったものであります。 
 



・再発防止策等について  
 弊社では本事案を受け、以下の措置および再発防止策を講じております。 
 

1. 各営業所長に対し運行管理体制に係る再点検指示いたしました。 
2. 各営業所長を通じ運行管理者等に対して、運行管理体制について万全を期するよう

指示いたしました。 
3. 乗務管理システムと連動したアルコール検知器と点呼執行場の位置関係等の見直し

と点呼時の導線の改善を図りました。  
4. 乗務管理システムと連動したアルコール検知器に加え、別アルコール検知器も用い

た再度酒気帯びの有無を確認する体制を構築いたしました。  
5. 運行管理者、補助者、乗務員を対象に厳正厳格な点呼執行について、その方法、手

順等を改めて周知・再教育いたしました。 
  

本事案につきまして、関係機関と連携し対応していくと共に、弊社として事態を厳粛に
受け止めてまいります。また、安全運行及び人命最優先に努め、ご不安とご心配をおかけ
したお客様方に対しましても信頼回復に全力で取り組んでまいります。  
この度は、ご利用のお客様、各市町村及び関係各所の皆様に多大なるご不安とご心配をお
かけしました事、深くお詫び申し上げます。 


